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開催に当たって  

 

１． 口演発表は、本会が用意したパソコン（Windows 7、Office 2013）を使用し、演者ご自身で

操作して発表いただきます。 

 

各演者の口演時間は、次のとおりです。時間を厳守いただきますようお願い致します。 

●KMU 研究コンソーシアム： 6 分間 

●医学会賞応募口演   ：  10 分間（発表 8分間＋質疑応答 2 分間） 

 

２． 受付は会場前に設置しています。演者の方は、各自の口演予定時刻の 30 分前までに受付を

お済ませください。 

 

    

３． ポスター発表は、「１階ロビー」で展示しております。どうぞご覧ください。 

 

 

 

※【 医学会賞 】 

 本賞は、関西医科大学から学位を授与された若手研究者を鼓舞するとともに更なる飛躍を期

待して、平成 13 年に関西医科大学医学会事業活性化の一環として創設されました。学位論文と

学内学術集談会での口演をもとに、同賞選考委員会の厳正なる審査によって受賞者が決定され

ます。なお、同賞受賞者には(財)井上科学振興財団の「井上研究奨励賞」に応募する権利も与

えられます。
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イベントタイトル タイムスケジュール 
■ 16 日 ■  

9 :00「 開 催 の 辞 」 谷 川  昇   

  「 挨 拶 」   友 田 幸 一  学 長  

9 :15「 看 護 学 部 シ ン ポ ジ ウ ム 」  

テ ー マ 「 看 護 学 部 の 社 会 貢 献 」  

10 :00「 Ｋ Ｍ Ｕ 研 究 コ ン ソ ー シ ア ム 」  

10 :45「 研 究 ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 業 」  

12 :00「 ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー 」  京 街 道 漢 方 研 究 会  

    テ ー マ ： 皮 膚 疾 患 の 漢 方 治 療  

講 師 ： 兵 庫 医 科 大 学 皮 膚 科 学  准 教 授  夏 秋  優   

13 :00「 大 学 紹 介 動 画 」  

13 :15「 医 学 会 賞 応 募 演 題 」  

15 :00「 ポ ス タ ー 発 表 ・ フ ラ ッ シ ュ ト ー ク 」  

17 :15「 選 考 結 果 発 表 」  

（ 表 彰 ： 留 学 生 、 研 究 医 養 成 コ ー ス 、 学 生 ）  

17 :30「 閉 会 の 辞 」 谷 川  昇   

■ 17 日 ■  

10 :00「 挨 拶 」   友 田 幸 一  学 長  

    ひ ら か た 市 民 大 学  

   「 が ん の 最 新 治 療  － 関 西 医 科 大 学 の 取 り 組 み － 」  

講 師 ： 関 西 医 科 大 学 呼 吸 器 腫 瘍 内 科  診 療 教 授  倉 田  宝 保  

講 師 ： 関 西 医 科 大 学 乳 腺 外 科  診 療 教 授  杉 江  知 治  
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看護学部シンポジウム 
「看護学部の社会貢献」  

総 合 司 会 ： こ ど も 看 護 学  加 藤 令 子 教 授  

子 ど も の 貧 困 と 支 援              

母 性 （ 助 産 ） 看 護 学  酒 井 ひ ろ 子  

現 在 、日 本 の 7 人 に 1 人 の 子 ど も が 相 対 的 貧 困 状 態 に 置 か れ て い る 。子 ど も

の 貧 困 は 、親 の 経 済 的 困 窮 を 背 景 に 、教 育 や 様 々 な ラ イ フ チ ャ ン ス が 制 約 さ れ 、

地 域 や 社 会 か ら 孤 立 す る 傾 向 に あ り 、健 康 格 差 と 生 涯 に わ た る 不 利 に 曝 さ れ 社

会 の 損 失 に な る 。貧 困 の 連 鎖 を 予 防 し 、子 ど も た ち が も つ 潜 在 能 力 を 発 揮 し 社

会 貢 献 す る 機 会 が 与 え ら れ な け れ ば 、連 鎖 を 断 ち 切 る こ と は 困 難 で あ る 。子 ど

も が 安 定 し た 家 庭 の 中 で 成 長 し 基 礎 学 力 を 育 む こ と が で き る 生 活 基 盤 が 重 要

で あ り 禁 煙 支 援 を 中 心 と し た 健 康 格 差 の 縮 小 と 国 内 外 に お い て 貧 困 支 援 に 取

組 で い る 。  

Ⅰ ． 女 性 の 健 康 格 差 社 会 へ の 取 り 組 み （ 禁 煙 支 援 を 主 と し た 支 援 ）  

・生 殖 可 能 年 齢 に あ る 女 性 の 喫 煙 、副 流 煙 の 暴 露 に よ る 健 康 被 害 を 大 規 模 調 査

で 明 ら か に し た 。喫 煙 者 女 性 は 社 会 経 済 的 不 利 な 立 場 に あ る 女 性 が 多 く 若 年 か

ら 喫 煙 習 慣 を も ち 強 固 な ニ コ チ ン 依 存 症 状 を 示 し た 。 2 0 0 8 - 2 0 1 0 若 手 （ B）  

・ 若 年 女 性 （ 1 8 - 2 3 歳 ） の 喫 煙 女 性 を 対 象 者 に 、 卵 胞 期 も し く は 黄 体 期 の 禁 煙

開 始 日 の ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 に よ り 1 年 後 の 禁 煙 成 果 は 、黄 体 期 に 禁 煙 開 始 し

た 女 性 が 、そ の 他 の 月 経 周 期 と 比 較 し 有 意 に 再 喫 煙 が 高 率 で あ る こ と を 確 認 し

た 。再 喫 煙 者 に 強 い 月 経 前 症 状 を も つ 女 性 が 多 く 、ニ コ チ ン 薬 理 作 用 を 潜 在 的

に 月 経 随 伴 症 状 の コ ン ト ロ ー ル に 用 い て い る 可 能 性 を 見 出 し 、女 性 の 禁 煙 支 援

プ ロ グ ラ ム を 作 成 し た 。 2 0 1 1 - 2 0 1 4 基 盤 （ C）  

・更 年 期 周 辺 期 に あ る 女 性 を 対 象 に 、卵 巣 予 備 機 能 を 示 す 抗 ミ ュ ー ラ ー 管 ホ ル

モ ン 値 を 用 い て 閉 経 時 期 を 予 測 し た 結 果 、非 喫 煙 者 で 受 動 喫 煙 の 暴 露 な し 群 と

比 較 し て 、能 動 喫 煙 者 だ け で な く 受 動 喫 煙 の 暴 露 が 更 年 期 女 性 の 閉 経 期 を 早 め

る 予 測 因 子 と な り 、受 動 喫 煙 の 暴 露 が 更 年 期 症 状 の 重 症 化 、生 活 習 慣 病 の 発 症

率 を 高 率 化 す る 可 能 性 を 明 ら か に し た 。喫 煙 者 、副 流 煙 の 多 く は 、妊 娠 期 か ら

長 期 に わ た る 親 か ら の 暴 露 被 害 者 で あ っ た 。 2 0 1 5 - 2 0 1 8 基 盤 （ C）  

Ⅱ ． 虐 待 予 防 を 視 野 に 入 れ た 禁 煙 ・ 防 煙 支 援 ・ 性 教 育  

・ 中 学 ・ 高 校 の 喫 煙 生 徒 は 、 貧 困 、 家 庭 内 暴 力 、 ネ グ レ ク ト な ど の 不 利 な あ り  

そ の 他 の 依 存 症 や 予 期 せ ぬ 妊 娠 な ど 、 貧 困 の 連 鎖 に 直 面 し て お り 、 貧 困 地 域 、 

支 援 学 校 の 親 と 子 へ の 性 教 育 や 学 校 と 連 携 し た 禁 煙・防 煙 支 援 を 継 続 し て い る 。 

2 0 1 6 -現 在  大 阪 府 貧 困 支 援 補 助 金 事 業  2 0 1 8 -現 在  大 阪 市 命 は ぐ く み 事 業  

・ 日 本 在 住 外 国 人 母 子 、フ ィ リ ピ ン ・ ネ パ ー ル の 貧 困 対 策 と 支 援 活 動 で は 、妊

娠 ・ 出 産 ・ 育 児 に 関 わ る 一 般 相 談 と D V 被 害 者 の 支 援 、 外 国 に ル ー ツ を も つ 子

ど も の 不 登 校 、孤 立 予 防 対 策 な ど を 継 続 し て い る 。フ ィ リ ピ ン ・ ネ パ ー ル に お

い て U N I C E F や J I C A 各 種 事 業 に お い て 、女 性 と 子 ど も の 貧 困 対 策 と 支 援 に 取

組 む 。 2 0 1 8 - 2 0 1 9 若 手  2 0 1 2 - 2 0 1 5  / 2 0 1 7 - 2 0 1 9 年  J I C A 草 の 根 事 業 2 0 1 4 -現 在  

U N I C E F フ ィ リ ピ ン D V 支 援  
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医 療 機 関 に お け る 暴 力 防 止 対 策 － 病 院 職 員 へ の 教 育 の 実 践  

精 神 看 護 学  三 木  明 子  

Ⅰ ． 昨 今 の 患 者 か ら の 暴 力 被 害 の 問 題  

 平 成 3 0 年 版 過 労 死 等 防 止 対 策 白 書 に よ れ ば 、 医 療 に お い て は 看 護 師 等 が 精 神

障 害 と な る 事 案 の 割 合 が 高 く 、 患 者 か ら 暴 力 を 受 け た こ と が 精 神 障 害 と 関 連 し て

い た 事 案 が 一 定 数 存 在 す る 。 8 0 0 件 を 超 え る 暴 力 被 害 事 例 の 分 析 に よ る と 、 殴 ら

れ た こ と に 起 因 す る 頚 椎 捻 挫 ・ 打 撲 ・ 眼 窩 底 骨 折 ・ 肋 骨 骨 折 、 刃 物 で 切 り つ け ら

れ 複 数 受 傷 す る 等 の 報 告 が あ り 、 死 亡 事 例 以 外 に 、 後 遺 症 を 残 し 、 継 続 的 治 療 が

必 要 な 事 例 を 認 め る 。 ま た 、 暴 力 発 生 後 に 不 眠 や P T S D 等 の 精 神 的 影 響 を 呈 し 、

離 職 し た 事 例 も あ る 。  

Ⅱ ． 医 療 機 関 に お け る 暴 力 防 止 対 策  

諸 外 国 で の 救 急 領 域 の 職 場 暴 力 の シ ス テ マ テ ィ ッ ク レ ビ ュ ー に よ る と 、 従 業 員

に 適 切 な 教 育 が 行 わ れ ず 、 対 応 手 順 が な い と 思 っ て い る 職 員 が 多 く 、 暴 力 の ト レ

ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム の 不 足 や 暴 力 の 管 理 手 順 が な い こ と が 問 題 と 指 摘 さ れ て い る 。

日 本 で の 医 療 安 全 担 当 者 や 管 理 者 の 調 査 で は 、 院 内 暴 力 対 策 で 実 施 率 が 高 か っ た

内 容 は 、 第 1 位 が 発 生 時 の 警 察 へ の 通 報 体 制 6 2 . 5 %、 第 2 位 が 対 応 マ ニ ュ ア ル の

作 成 5 7 . 9 %、 第 3 位 が 発 生 事 例 の 記 録 5 3 . 4 %の 順 だ っ た 。 一 方 、 職 員 研 修 は 6 割

が 未 実 施 、 ポ ス タ ー の 掲 示 は 5 割 が 未 実 施 で あ り 、 実 際 に 暴 力 に 対 応 す る 職 員 の

教 育 の 機 会 が 少 な い こ と や 、 組 織 の ト ッ プ が 暴 力 防 止 に 取 り 組 む 明 確 な 方 針 を 明

示 し て い な い こ と が 課 題 で あ っ た 。  

Ⅲ ． 病 院 職 員 へ の 教 育 の 実 践  

 現 在 、 医 療 機 関 は 組 織 的 な リ ス ク 管 理 体 制 の 強 化 に 向 け て 、 警 察 O B の 導 入 、

警 備 体 制 の 改 善 に 取 り 組 ん で い る 。 ま た 病 院 ト ッ プ に よ る 暴 力 防 止 に 向 け た 明 確

な 方 針 の 提 示 や 、暴 力 対 応 の マ ニ ュ ア ル・ガ イ ド ラ イ ン の 整 備 、病 院 職 員 の 研 修 ・

訓 練 を 実 施 し て い る 。暴 力 発 生 時 に 対 峙 す る 職 員 に 、定 期 的 に 研 修・訓 練 を 行 い 、

対 応 力 を 修 得 す る こ と こ そ が 最 大 の 防 御 で あ る 。こ れ ま で 研 究 代 表 者 と し て 、「 病

院 職 員 へ の 暴 力 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト プ ロ グ ラ ム の 開 発 （ 萌 芽 研 究 ）」 な ら び に

「 病 院 に お け る 患 者 ・ 家 族 の 暴 力 に 対 す る 医 療 安 全 力 を 高 め る 体 制 の 醸 成 （ 基

盤 研 究 C）」 に お い て 以 下 の ツ ー ル を 開 発 し て き た 。 こ れ ら を 活 用 し た 病 院 職 員

へ の 教 育 の 実 践 を 紹 介 す る 。  

1 .  医 療 機 関 に お け る 安 全 で 安 心 な 医 療 環 境 づ く り の た め の 改 善 ア ク シ ョ ン チ ェ

ッ ク リ ス ト （ 2 0 11  A c t i o n  C h e c k l i s t  f o r  E n s u r i n g  S a f e t y  a n d  S e c u r i t y  i n  

H o s p i t a l s） の 作 成  

2 .  全 国 の 医 療 機 関 で 使 用 で き る よ う に 暴 力 防 止 啓 発 ポ ス タ ー 、 暴 力 の K Y T 場 面

集 を We b 掲 載  

h t t p : / / w w w. k m u . a c . j p / f a c u l t y / f o n / f i e l d / t o p i c s / s e i s h i n k a n g o / i n d e x . h t m l  

3 .  医 療 安 全 研 修 の た め の 講 演 を Yo u  t u b e 配 信 「 医 療 機 関 ・ 介 護 施 設 に お け る 暴

力 防 止 対 策 （ 5 0 分 ）」： 医 療 従 事 者 の た め の 産 業 保 健 研 究 会 収 録

h t t p s : / / w w w. y o u t u b e . c o m / w a t c h ? v = w S c Z C I o k q 8 8   

 

 

http://www.kmu.ac.jp/faculty/fon/field/topics/seishinkango/index.html
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障 が い 等 の あ る こ ど も へ の 災 害 準 備 教 育  

こ ど も 看 護 学  加 藤  令 子  

Ⅰ ． 障 が い 等 の あ る こ ど も が 災 害 に 備 え る 教 育 の 重 要 性  

 大 規 模 自 然 災 害 が 日 本 を は じ め 世 界 各 地 で 発 生 し 、災 害 の 種 類 も 、地 震 、津 波 、

豪 雨 、 台 風 、 竜 巻 、 火 山 噴 火 、 豪 雪 等 、 多 様 と な っ た 。 災 害 は 、 準 備 期 ⇒ 災 害 発

生 ⇒ 対 応 期 ⇒ 回 復 期 ⇒ 復 興 期 が 連 続 し 災 害 サ イ ク ル と 呼 ば れ 、 準 備 期 は 被 害 を 最

小 と す る 重 要 な 時 期 で あ る 。  

 東 日 本 大 震 災 で は 、 障 が い 者 の 死 亡 率 が 被 災 住 民 全 体 の 死 亡 率 の 約 ２ 倍 で あ っ

た 。 こ ど も 数 が 減 少 し て い る 中 、 障 が い 等 の あ る こ ど も 数 が 増 加 し 、 特 別 支 援 学

校 数 を み る と 平 成 1 9 年 度 1 , 0 1 3 校 が 平 成 3 0 年 度 に は 1 , 1 4 1 校 で あ る 。在 籍 す る

こ ど も が 生 涯 を 通 じ て 自 分 の 安 全 や い の ち を 守 る た め の 災 害 準 備 教 育 を 行 う こ と

は 必 須 と 言 え る 。  

Ⅱ ． こ れ ま で に 開 発 し た 災 害 に 備 え る ３ ツ ー ル  

１ ．「 特 別 支 援 学 校 用 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン パ ッ ケ ー ジ （ 英 語 版 有 ）」  

研 究 代 表 者 と し て 、 平 成 2 0・ 2 1 年 度 に 茨 城 県 立 医 療 大 学 地 域 貢 献 研 究 「 医 療 を

必 要 と す る 子 ど も へ の 災 害 の 備 え 」 に 取 り 組 み 、 全 て の 障 が い を 対 象 と し 、 大 人

が こ ど も を 守 る こ と を 目 的 と し 開 発 し た ツ ー ル で あ る 。 東 日 本 大 震 災 時 に ツ ー ル

の 有 用 性 が 明 ら か と な り 、 We b 上 で 無 料 公 開 し 活 用 可 能 と し て い る 。 英 語 版 は

2 0 1 2 年 W H O  I n t e r n a t i o n a l  C o n f e r e n c e （ 神 戸 ） で 発 表 時 、 W H O 職 員 よ り 薦 め

ら れ 作 成 し た 。  

２ ．「 災 害 セ ル フ ケ ア パ ッ ケ ー ジ ‐ 肢 体 不 自 由 児 用 ‐ （ 英 語 版 有 ）」  

代 表 者 と し て 、 平 成 2 3〜 2 5 年 度 度 基 盤 研 究 （ Ｃ ） で 、 肢 体 不 自 由 の あ る こ ど も

が 地 震 に 備 え 、 こ ど も 自 身 の セ ル フ ケ ア 能 力 を 高 め る こ と を 目 的 と し 開 発 し た ツ

ー ル で あ る 。介 入 研 究 で 効 果 が 検 証 さ れ 、依 頼 に よ り 講 演 会 講 師 を 多 数 回 務 め た 。  

３ ．「 障 が い の あ る 子 ど も の 災 害 備 え パ ッ ケ ー ジ （ 英 語 版 有 ）」  

平 成 2 7 年 度 〜 令 和 元 年 度 基 盤 研 究 （ Ｂ ） の 代 表 者 と し て 、 こ れ ま で の ２ つ の ツ

ー ル を 基 盤 と し な が ら 、障 が い の 種 類 を 肢 体 不 自 由 、知 的 、視 覚 、聴 覚 、さ ら に 、

医 療 的 ケ ア や 慢 性 疾 患 と し 、 多 様 な 災 害 に 対 応 可 能 と な る ツ ー ル を 開 発 し た 。 ま

た 、 障 が い の あ る こ ど も は 知 的 障 が い と の 重 複 が 多 い た め 、 自 分 で 操 作 が で き 視

覚 で 学 ぶ i P a d 等 で 活 用 す る I C T 教 材 （ 防 災 ア プ リ ） を 開 発 、 講 演 会 ・ 研 修 会 で

公 表 し た 。  

Ⅲ ． 今 後 の 取 り 組 み  

 「 障 が い の あ る 子 ど も の 災 害 備 え パ ッ ケ ー ジ 」 を 基 に 、 発 達 障 が い の こ ど も も

対 象 に 加 え た I C T 教 材 を 発 展 さ せ 、 多 種 デ ィ バ イ ス 活 用 お よ び We b 上 無 料 ダ ウ

ン ロ ー ド を 可 能 と す る 。 ３ ツ ー ル は 過 去 ８ 年 間 国 際 学 会 で 発 表 し 高 い 関 心 を 得 て

い る 。 今 後 は 、 国 際 的 に み て も 先 行 研 究 が 見 当 た ら な い 、 災 害 に 備 え 障 が い 等 の

あ る こ ど も 自 身 の セ ル フ ケ ア を 高 め る ツ ー ル を 米 国 の 施 設 と 連 携 し て 開 発 し 、 国

内 外 で 活 用 可 能 な も の と す る 予 定 で あ る 。  
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ＫＭＵ研究コンソーシアム 
総 合 司 会  薬 理 学  中 邨 智 之  

 

ヒ ト iPS 細 胞 に よ る 唾 液 腺 お よ び 涙 腺 の 再 生 医 療 お よ び 薬 剤 ス

ク リ ー ニ ン グ 系 の 構 築 に 向 け た 基 礎 研 究  

 

澤 田 俊 輔 1 ),  林 美 樹 夫 2 ) , 小 原 圭 吾 2 ),  服 部 文 幸 3 )  
1 )耳 鼻 咽 喉 科 頭 頸 部 外 科 学 ・ 歯 科 口 腔 外 科 , 
2 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 細 胞 機 能 部 門 , 3 ) i PS・ 幹 細 胞 再 生 医 学  

 

唾 液 腺 お よ び 涙 腺 は 、発 生 、組 織 、機 能 的 に 近 縁 な 器 官 で あ り 、疾 患 原 因

も 共 通 す る 。本 領 域 で の 再 生 医 療 が 望 ま れ て い る が 、未 確 立 で あ る 。本 研

究 は 、ヒ ト iPS 細 胞 を 用 い た 唾 液 腺 お よ び 涙 腺 の 機 能 的 回 復 を 目 指 し た 再

生 医 療 お よ び 、創 薬 基 盤 の 開 発 を 目 指 し て い る 。我 々 は 、ヒ ト iPS 細 胞 を

唾 液 腺 細 胞 へ の 一 系 譜 で あ る 、頭 蓋 顔 面 神 経 堤 細 胞 へ 分 化 さ せ た 。こ れ と

唾 液 腺 上 皮 癌 細 胞 株 の 共 培 養 を 行 っ た と こ ろ 、 自 発 的 な 立 体 構 造 を 得 て 、

イ オ ン チ ャ ネ ル の 発 現 を 調 査 し た 。現 在 、臨 床 応 用 を 優 先 目 標 と し て 、頭

蓋 顔 面 神 経 堤 細 胞 を 、多 分 化 能 を 有 す る 唾 液 腺 幹 細 胞 へ と 分 化 誘 導 し 、in  

vivo で の 再 生 モ デ ル 実 験 を 実 施 す べ く 準 備 を 進 め て い る 。  

 

 

イ オ ン 輸 送 体 を 分 子 標 的 と し た が ん 幹 細 胞 の 新 規 治 療 法 の 開 発  

 

林 美 樹 夫 1 ） ,  海 堀 昌 樹 2 ），松 田 達 志 3 ），丸 山 正 人 4 ），齊 藤 朋 人 5 ），石 田 光 明 6 ） ,

岩 田 亮 一 7 ） ,大 江 総 一 8 ） ,中 野 洋 輔 4 ）  

1 ）細 胞 機 能 部 門 ， 2 ）外 科 学 講 座 ， 3 ）生 体 情 報 部 門 ， 4 ）解 剖 学 第 二 講 座 ， 
5 ）呼 吸 器 外 科 学 講 座 ， 6 ）臨 床 病 理 学 講 座 ， 7 ）脳 神 経 外 科 学 講 座 ， 
8 ）解 剖 学 第 一 講 座  

 

 が ん を 克 服 す る こ と は 、 社 会 的 な 要 望 で あ る 。 最 近 、 が ん の 再 発 や 転 移

の 原 因 と し て が ん 幹 細 胞 の 存 在 が 注 目 さ れ て い る 。 本 研 究 コ ン ソ ー シ ア ム

は 、 パ ッ チ ク ラ ン プ 法 、 細 胞 増 殖 ア ッ セ イ 、 nCounter、 分 子 生 物 学 、 病 理

組 織 学 、 ゲ ノ ム 編 集 、 腫 瘍 異 種 移 植 モ デ ル 動 物 を 相 互 補 完 的 に 駆 使 し 、 が

ん 幹 細 胞 に 発 現 す る 標 的 分 子 の 同 定 を 試 み た 。 そ の 結 果 、 一 過 性 受 容 体 電

位 型 チ ャ ネ ル 、 内 向 き 整 流 性 K チ ャ ネ ル 、 及 び Ca 輸 送 体 を 明 ら か に し た 。

そ し て 、 肺 癌 、 原 発 性 脳 腫 瘍 、 お よ び 転 移 性 脳 腫 瘍 に 有 効 な 薬 剤 を 見 い だ

し た 。 ま た 、 が ん 幹 細 胞 に 高 発 現 す る ノ ン コ ー デ ィ ン グ RNA を 同 定 し た 。

こ れ ら の 新 規 標 的 分 子 は 、 が ん 根 治 療 法 の 開 発 に 期 待 が で き る 。  
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情 動 ・ 知 覚 ・ 神 経 回 路 の 「 操 作 」 に よ る 脳 機 能 の 解 明 と 臨 床   

「 神 経 機 能 」 コ ン ソ ー シ ア ム の 成 果  

 

中 村 加 枝 1 ),  栗 川 知 己 2 ),  金 子 一 成 3 ) , 石 崎 優 子 3 ), 岩 井 大 4 ),  長 谷 公 隆 5 )

小 早 川 令 子 6 ), 六 車 恵 子 7 )  
1 )生 理 学 , 2 )物 理 学 ,  3 )小 児 科 , 4 )耳 鼻 咽 喉 科 頭 頸 部 外 科 学 , 
5 )リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 , 6 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 神 経 機 能 部 門 ,  

7 ) i PS・ 幹 細 胞 応 用 医 学  

 

精 神 ・ 神 経 疾 患 の 診 断 ・ 治 療 の 困 難 さ の 原 因 の ひ と つ は 客 観 的 ・ 定 量 的 な

評 価 法 に 欠 け る 点 に あ る 。 我 々 は 「 神 経 機 能 コ ン ソ ー シ ア ム 」 を 2 年 前 よ

り 開 始 し 、 基 礎 ・ 教 養 ・ 臨 床 講 座 の 連 携 に よ り 眼 球 運 動 ・ 体 温 測 定 等 に よ

る 種 を 超 え た 被 験 体 の 知 覚 ・ 情 動 の 客 観 的 評 価 法 と そ の 解 析 技 術 を 確 立 し

た 。 こ の 評 価 法 を 駆 使 し 、 情 動 や 知 覚 の 変 容 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 行 動 の

変 化 、 そ の 基 盤 と な る 神 経 メ カ ニ ズ ム 、 さ ら に 情 動 や 知 覚 、 そ れ を 伝 達 す

る 神 経 回 路 を 「 操 作 」 す る こ と に よ り 遺 伝 子 か ら 行 動 出 現 に 至 る ま で の 変

化 の 因 果 関 係 を 示 す 試 み を 進 め る こ と が で き た 。 発 達 障 害 児 の 視 覚 探 索 行

動 の 変 化 （ 小 児 科 ）、能 動 的 な 手 指 ・ 眼 球 運 動 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 与 え る と

い う 操 作 が 認 知 機 能 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 与 え る 影 響 （ リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 科 ）、先 天 的 な 恐 怖 情 動 や そ れ に 伴 う 生 体 保 護 作 用 に 関 連 す る 嗅 覚 刺 激

に よ る 感 覚 神 経 の 活 動 の 操 作 に よ る 代 謝 レ ベ ル の 変 化（ 神 経 機 能 ）、神 経 伝

達 物 質 の 操 作 に よ る 異 な る 情 動 下 の 認 知 ・ 行 動 決 定 の 変 化 （ 生 理 学 ） を 中

心 に 、 成 果 を 紹 介 し た い 。  
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が ん ゲ ノ ム 医 療 に お け る バ イ オ バ ン ク セ ン タ ー と 連 携 し た 革 新

的 治 療 法 の 開 発 に 向 け た パ イ ロ ッ ト モ デ ル の 構 築  

 

神 田 晃 1 ), 蔦 幸 治 2 ) , 大 江 知 里 2 ) , 田 中 顕 之 2 ),  日 笠 幸 一 郎 3 ),  

松 田 達 志 4 ),  鈴 木 健 介 1 ) ,岩 井 大 1 ),  塚 口 裕 康 5 ), 松 田 公 志 6 ),   

木 下 秀 文 6 ),  仲 野 俊 成 7 )  
1 )耳 鼻 咽 喉 科 頭 頸 部 外 科 学 , 2 )臨 床 病 理 学 , 
3 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 ゲ ノ ム 解 析 部 門 , 4 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 生 体 情 報 部

門 ,  5 )内 科 学 第 二 講 座 腎 臓 内 科 学 , 6 )腎 泌 尿 器 外 科 学 , 7 )大 学 情 報 セ ン タ ー  

 

日 本 人 の 死 因 の 第 一 位 は が ん で あ り 、国 民 の 生 命 と 健 康 に と っ て 重 大 な 問

題 と な っ て い る 。こ れ か ら の 医 療 と し て 、検 出 さ れ た 遺 伝 子 異 常 に 応 じ た

治 療 を 選 択 す る プ レ シ ジ ョ ン・メ デ ィ シ ン（ が ん ゲ ノ ム 医 療 ）が 推 進 さ れ

て い る 。が ん ゲ ノ ム 医 療 を 加 速 し 、バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス に 基 づ い た

新 規 治 療 法 を 開 発 し て 世 界 に 発 信 す る た め は 、が ん 研 究 を 発 展 す る フ ラ ッ

グ シ ッ プ と な る モ デ ル ケ ー ス が 必 要 と な る 。そ こ で 、本 研 究 で は 、１ ）各

臨 床 講 座 か ら 得 ら れ た 検 体 の 検 体 管 理 体 制 、２ ）検 体 の 測 定 と 解 析（ 臨 床

講 座 で の 測 定 と バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ シ ャ ン に よ る 解 析 ）、 ３ ） 新 規 遺 伝

子 異 常 に 対 す る 基 礎 的 な 検 討 と 臨 床 応 用 を 目 指 し た 研 究 体 制 の 構 築 を お

こ な い 、が ん ゲ ノ ム 医 療 の 推 進 と 新 し い 治 療 戦 略 を 開 発 す る た め の パ イ ロ

ッ ト モ デ ル と な る こ と を 目 指 し 、コ ン ソ ー シ ア ム が 形 成 さ れ た 。今 回 、こ

の 1 年 間 の 活 動 内 容 と 今 後 の 展 望 に 関 し て 報 告 す る 。  
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人 工 知 能 を 活 用 し た 画 像 認 識 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 基 盤 の  

開 発  

 

日 笠 幸 一 郎 1 ), 植 田 祥 啓 2 ),  玉 田 篤 史 3 ) , 上 岡 裕 治 2 ) , 近 藤 直 幸 2 ) ,  

福 田 尚 代 4 ),  徳 弘 圭 造 4 ) , 六 車 恵 子 3 ), 木 梨 達 雄 2 )  

1 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 ゲ ノ ム 解 析 部 門 , 2 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 分 子 遺 伝 学

部 門 ,  3 )i PS・ 幹 細 胞 応 用 医 学 , 4 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 ゲ ノ ム 編 集 部 門  
 

免 疫 疾 患 や 脳 神 経 疾 患 に 代 表 さ れ る 多 因 子 型 の 複 雑 系 疾 病 は 、遺 伝 因 子 だ

け で な く 体 内 外 の 環 境 因 子 な ど の 複 数 要 因 の 相 互 作 用 に よ り 、発 症 や 重 症

化 に 至 る 。近 年 、高 速 か つ 高 精 度 の 生 体 イ メ ー ジ ン グ 分 析 機 器 の 技 術 革 新

に 伴 い 、細 胞 や 組 織 の 多 様 な 形 態 変 化 の 時 系 列 情 報 が 網 羅 的 に 収 集 可 能 と

な っ て き た 。こ う し た ヒ ト の 体 内 で 刻 々 と 変 動 す る 形 態 情 報 か ら 各 関 連 分

子 の 正 確 な 機 能 を 見 極 め 、病 態 の 予 防 や 治 療 に 有 効 な シ グ ナ ル 分 子 の 阻 害

剤 や 分 子 標 的 薬 の 開 発 な ど の 臨 床 に 直 結 す る 知 見 を 得 る た め に は 、画 像 デ

ー タ 間 の 高 次 元 相 関 を 維 持 し つ つ 総 合 的 に 分 析 す る 方 法 論 の 開 発 が 必 要

不 可 欠 で あ る 。本 発 表 で は 、深 層 学 習 技 術 の 応 用 に よ り 、複 雑 か つ 膨 大 な

細 胞 形 態 画 像 か ら 抽 出 さ れ た 特 徴 量 と 分 子 機 能 と の 関 連 解 析 を 実 現 す る

新 た な 人 工 知 能 の 開 発 過 程 を 紹 介 し 、画 像 解 析 基 盤 の 構 築 に 向 け た 今 後 の

展 望 に つ い て も 触 れ る 。  
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が ん の 接 着 に よ る 制 御 機 構 の 解 明 と 創 薬  

 

植 田 祥 啓 1 )  ,岩 田 亮 一 2 ) ,山 崎 文 和 3 ),赤 間 智 也 4 ),三 木 貴 雄 4 ),住 吉 麻 実 5 ),  

平 野 伸 二 6 ),  福 原 貴 太 郎 7 ),  上 岡 裕 治 8 ) , 近 藤 直 幸 , 8 )池 田 幸 樹 8 )   
1 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 分 子 遺 伝 学 部 門 , 2 )脳 神 経 外 科 学 , 3 )皮 膚 科 学 , 
4 )薬 理 学 , 5 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 生 体 情 報 部 門 , 6 )生 物 学 ,  
7 )内 科 学 第 三 講 座 , 8 )附 属 生 命 医 学 研 究 所 分 子 遺 伝 学 部 門  

 

本 コ ン ソ ー シ ア ム で は 、が ん の お よ び が ん 微 小 環 境 を 接 着 分 子 イ ン テ グ リ

ン・カ ド ヘ リ ン・糖 鎖 を 介 し た 細 胞 間 接 着 調 節 の 観 点 か ら 解 析 す る こ と で 、

が ん の 接 着 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 探 索 し 、関 西 医 大 発 の 接 着 チ ェ ッ ク ポ イ ン

ト 阻 害 剤 の 開 発 へ む け て 礎 を つ く る こ と を 目 的 と し た 。本 年 度 に お い て は 、

臨 床 講 座 と 基 礎 講 座 の 連 携 に よ り 、主 と し て 、が ん 細 胞 株 に お け る こ れ ら

の 接 着 分 子 お よ び そ の 制 御 分 子 の 発 現 パ タ ー ン を 明 ら か に し た 。イ ン テ グ

リ ン と イ ン テ グ リ ン の 活 性 化 因 子 で あ る Talin 1 に お い て は 、 そ の 阻 害 に

よ り グ リ オ ー マ 細 胞 株 の 増 殖 を 低 下 さ せ る こ と が 明 ら か と な っ た 。そ こ で

Tali n1 と イ ン テ グ リ ン の 細 胞 内 領 域 の 結 合 部 位 を 阻 害 す る 低 分 子 化 合 物

を 設 計 し 合 成 し た と こ ろ 、グ リ オ ー マ の 細 胞 株 の 増 殖 を 低 下 さ せ る 効 果 が

あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 Talin1 は ヒ ト の グ リ オ ー マ の 組 織 染 色 に お

い て も 高 発 現 が 確 認 で き た 。今 後 は が ん に お け る 糖 鎖 や カ ド ヘ リ ン の 診 断

マ ー カ ー 可 能 性 お よ び 機 能 を 検 討 す る と と も に 、 イ ン テ グ リ ン と Tali n1

に 注 目 し た 接 着 ポ イ ン ト 阻 害 剤 の 開 発 を 進 め て い く 。  

 

 

 
臨 床 応 用 の た め の 質 量 顕 微 鏡 解 析 の 展 開  

平 原 幸 恵 1 ), 北 田 容 章 1 )  
1 )解 剖 学  

 

本 学 に 設 置 さ れ て い る 島 津 製 作 所 製 質 量 顕 微 鏡 iMSco pe プ ロ ト タ イ プ は 、

標 的 分 子 を 組 織 上 で 分 析 し 、 分 子 の 空 間 分 布 を 可 視 化 で き る 装 置 で あ る 。

主 に タ ン パ ク 質 を タ ー ゲ ッ ト と す る 免 疫 組 織 化 学 染 色 法 と 異 な り 、薬 物 及

び そ の 代 謝 物 の 動 態 解 析 、脂 質 、ア ミ ノ 酸 な ど の 低 分 子 化 合 物 解 析 等 に 威

力 を 発 揮 す る ツ ー ル で あ る 。わ れ わ れ の 遂 行 中 の テ ー マ よ り 臨 床 研 究 に 有

意 義 な 効 果 を も た ら す と 期 待 で き る 成 果 を い く つ か 紹 介 す る 。  
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研究ブランディング事業 

総 合 司 会  関 西 医 科 大 学 副 学 長  木 梨 達 雄  

 

1. 研 究 ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 業 に つ い て  （ 木 梨 達 雄 ） (５ 分 ）  

2. 附 属 生 命 医 学 研 究 所 侵 襲 反 応 制 御 部 門  （ 松 尾 禎 之 ）（ 10 分 ） 

「 超 小 型 シ ー ク エ ン サ ー（ MinION）を 用 い た オ ン サ イ ト 迅 速 細 菌

同 定 法 の 開 発 ： 感 染 制 御 と 腸 内 細 菌 叢 解 析 へ の 応 用 」  

3. 医 化 学  （ 寿 野 良 二 ）（ 10 分 ）  

「 創 薬 に 貢 献 す る 構 造 生 物 学 」  

4. iPS・ 幹 細 胞 再 生 医 学  （ 藤 岡 龍 哉 ）  (10 分 ）  

「 iPS 細 胞 で 異 常 免 疫 に ブ レ ー キ を か け る 」  

5. 附 属 生 命 医 学 研 究 所 生 体 情 報 部 門  （ 松 田 達 志 ）  (10 分 ）  

「 Arf 経 路 を 標 的 と し た 免 疫 病 態 治 療 の 可 能 性 」  

6. 内 科 学 第 一  （ 伊 藤 量 基 ）  (10 分 ）  

「 ヒ ト 樹 状 細 胞 を タ ー ゲ ッ ト に し た 、ア レ ル ギ ー お よ び 自 己 免 疫

疾 患 に 対 す る 新 た な 治 療 戦 略 の 開 発 」  

7． 皮 膚 科 学  （ 神 戸 直 智 ）  (10 分 ）  

「 好 塩 基 球 の 動 体 に 着 目 し た 特 発 性 蕁 麻 疹 の 病 態 解 明 」  

8. パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （ 10 分 ）（ 友 田 学 長 、 参 画 講 座 教 員 ） 
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ランチョンセミナー 
京 街 道 漢 方 研 究 会  

座 長  関 西 医 科 大 学 産 科 学 婦 人 科 学  

岡 田  英 孝  

「皮膚疾患の漢方治療」  

兵 庫 医 科 大 学  皮 膚 科 学  

准 教 授  夏 秋  優  

 

漢 方 治 療 は 西 洋 医 学 的 な 病 名 に 対 し て 処 方 す る「 病 名 投 与 」で は 効 果 は 少 な く 、

東 洋 医 学 理 論 に も と づ い て 個 々 の 症 例 ご と の 「 証 」 を 把 握 し て 適 切 な 漢 方 薬 を 選

択 す る 「 随 証 治 療 」 を 行 う 必 要 が あ る 。 皮 膚 疾 患 に 漢 方 治 療 を 行 う 場 合 、 東 洋 医

学 理 論 の 中 で も 主 に 気 ・ 血 ・ 水 や 寒 熱 の 概 念 で 生 体 の 異 常 を と ら え て 、 皮 膚 症 状

（ 皮 疹 ） を 改 善 す る 治 療 （ 標 治 ） と 、 体 質 を 改 善 す る 治 療 （ 本 治 ） を 行 う 。  

標 治 の 場 合 、 皮 膚 の 炎 症 反 応 を 「 熱 」 と と ら え 、 紅 斑 に 対 し て は 黄 連 解 毒 湯 、

丘 疹 や 膿 疱 に は 十 味 敗 毒 湯 や 排 膿 散 及 湯 、 ほ て り 感 に は 白 虎 加 人 参 湯 な ど の 清 熱

剤 を 用 い る 。皮 膚 の 乾 燥 は「 血 虚 」（ 血 流 の 不 足 ）と と ら え て 補 血 剤 で あ る 四 物 湯

や 当 帰 飲 子 を 選 択 す る 。 苔 癬 化 や 色 素 沈 着 は 「 瘀 血 」（ 血 流 の 停 滞 ） と と ら え て 、

そ の 改 善 に は 駆 瘀 血 剤 で あ る 桂 枝 茯 苓 丸 や 桃 核 承 気 湯 、 通 導 散 な ど を 用 い る 。 水

疱 や 湿 潤 、 浮 腫 は 「 水 毒 （ 水 滞 ）」（ 水 の 停 滞 ） と と ら え て 越 婢 加 朮 湯 や 五 苓 散 な

ど の 利 水 剤 を 選 択 す る 。  

具 体 的 に は 、 湿 疹 ・ 皮 膚 炎 群 の 疾 患 に 対 し て は 黄 連 解 毒 湯 や 消 風 散 、 越 婢 加 朮

湯 、 当 帰 飲 子 な ど が 用 い ら れ る 。 蕁 麻 疹 に 対 し て は 、 西 洋 医 学 的 に は 抗 ヒ ス タ ミ

ン 薬 の 内 服 が 一 般 的 で あ る が 、 漢 方 治 療 を 行 う 場 合 は 、 急 性 蕁 麻 疹 で は 葛 根 湯 、

慢 性 蕁 麻 疹 で は 十 味 敗 毒 湯 、 茵 蔯 五 苓 散 な ど が 用 い ら れ る 。 ニ キ ビ に は 十 味 敗 毒

湯 、 清 上 防 風 湯 、 荊 芥 連 翹 湯 な ど が よ く 用 い ら れ る が 、 治 療 効 果 を 高 め る た め に

当 帰 芍 薬 散 、 桂 枝 茯 苓 丸 、 加 味 逍 遥 散 、 桃 核 承 気 湯 な ど を 併 用 す る 。 尋 常 性 乾 癬

や 掌 蹠 膿 疱 症 に は 温 清 飲 や 桂 枝 茯 苓 丸 が 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、 漢 方 治 療 は 難

し く 、 難 治 症 例 で は さ ら に 駆 瘀 血 剤 を 追 加 す る 。  

体 質 の 評 価 に は 自 律 神 経 系 の 状 態 、 消 化 吸 収 系 の 状 態 、 易 感 染 性 の 有 無 、 冷 え

症 の 有 無 な ど を 参 考 に す る 。 本 治 の 漢 方 薬 と し て は 、 小 児 で 胃 腸 虚 弱 な 体 質 （ 気

虚 体 質 ）に は 黄 耆 建 中 湯 や 小 建 中 湯 、成 人 で 疲 れ や す く 治 癒 力 の 低 下 し た 状 態（ 気

虚 体 質 ） に は 補 中 益 気 湯 、 治 癒 力 お よ び 血 流 が と も に 低 下 し て 冷 え 症 を 呈 す る 体

質 （ 気 血 両 虚 ） に は 十 全 大 補 湯 、 扁 桃 腺 炎 や 副 鼻 腔 炎 を 繰 り 返 し や す い 化 膿 体 質

に は 柴 胡 清 肝 湯 や 荊 芥 連 翹 湯 を 選 択 す る 。  

実 際 の 臨 床 に お い て は 、 よ り 治 療 効 果 を 高 め る た め に 個 々 の 日 常 生 活 （ 食 生 活

や 生 活 リ ズ ム な ど ） を 改 善 す る よ う に 助 言 す る と と も に 、 西 洋 医 学 的 に 正 し く 診

断 し 、 常 に 原 因 や 悪 化 の 要 因 を 排 除 す る 姿 勢 が 重 要 で あ る 。  
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医学会賞応募演題 

座 長    微 生 物 学  藤 澤  順 一  

内 科 学 第 二  宮 坂  陽 子  

 

１  眼 科 学   盛  秀 嗣 （ も り  ひ で つ ぐ ）  

「 Develo pme nta l  and  age -re lat e d ch ange s t o t h e el asti c l ami n a of  

Bruc h's mem bra n e in  mic e」  

（ マ ウ ス ブ ル ッ フ 膜 弾 性 板 の 胎 生 期 か ら 老 齢 期 に 至 る 変 化 ）  

 

２  形 成 外 科 学  来  方远（ ら い  ほ う え ん ）  

「 Platel et - ric h  Plas ma E nhan ce s the Pro life ra tion of H uman Ad ipos e 

Stem  Cel ls Thr o ugh Mult ipl e S i gnal ing Pat hwa y s」  

（ ヒ ト 脂 肪 幹 細 胞 に お け る 多 血 小 板 血 漿 （ Plat e let - rich  pl asm a： PRP）

の 増 殖 効 果 と シ グ ナ ル 伝 達 経 路 の 検 討 ） 」  

 

３  小 児 科 学    赤 川  翔 平 （ あ か が わ  し ょ う へ い ）  

「 Effe ct of  De live ry  Mod e and  Nu tri tion  o n Gut  Mi crob iot a i n  

Neon ates」   

（ 分 娩 様 式 と 栄 養 方 法 が 新 生 児 の 腸 内 細 菌 叢 に 及 ぼ す 影 響 ）  

 

４  腎 泌 尿 器 外 科 学  高 安  健 太 （ た か や す  け ん た ）  

「 Analys is of t he p ostu re pat t ern duri ng rob o tic simu lat or t asks  

usin g an  op tic a l mo tion  ca ptu r e sy stem」  

（ モ ー シ ョ ン キ ャ プ チ ャ ー シ ス テ ム を 用 い た ロ ボ ッ ト 手 術 シ ミ ュ レ ー タ

ー タ ス ク 時 の 肢 位 分 析 ）  

 

５  耳 鼻 咽 喉 科 頭 頸 部 外 科 学   藤 澤  琢 郎（ ふ じ さ わ  た く お ） 

「 Quan tit ati ve  Immun ohi sto ch emic al As say with N ove l Di gita l 

Immu nost ain ing  for Comp ari son s  of PD -L 1 A nti b odie s」  

（ 新 規 デ ジ タ ル 免 疫 染 色 に よ る PD ‐  L1 抗 体 の 定 量 的 免 疫 組 織 化 学 的 分

析 の 比 較 ）  
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６  衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学   林  猪 都 子 （ は や し  い と こ ）  

「 Shared  ex pre s sion  of  muc in1 2 in A sca ris lum br icoi des  and  th e huma n 

smal l in tes tin e」  

(ヒ ト 回 虫 と ヒ ト 小 腸 粘 膜 に 共 通 に 局 在 す る mucin 12）  

 

 

７  腎 泌 尿 器 外 科 学  滝 澤  奈 恵 （ た き ざ わ  な え ）  

「 Invol vem ent  of  DH H a nd  GLI 1 in adr enoc orti cal  a u togr aft  

rege nera tio n i n  rat s」  

（ ラ ッ ト 副 腎 自 家 移 植 片 再 生 過 程 に お け る DHH と GLI1 の 関 与 ）  

 

８  外 科 学   坂 口  達 馬 （ さ か ぐ ち  た つ ま ）  

「 Levos imen dan  pret reat men t i m prov es surv iva l  of sep tic  rat s afte r 

part ial hepa t ecto my a nd supp ress es i N OS  in duc tion  in 

cyto kine -st imu l ated  hep ato cyt e s」  

（ レ ボ シ メ ン ダ ン の 前 投 薬 は 肝 切 除 を 伴 う 敗 血 症 ラ ッ ト の 生 存 率 を 改 善

し 初 代 培 養 肝 細 胞 に お け る サ イ ト カ イ ン 刺 激 性 iNOS 誘 導 を 抑 制 し た ）  

 

９  外 科 学   良 田  大 典  （ り ょ う た  ひ ろ の り ）  

「 Clinic opa tho l ogic al a nd imm u nolo gica l f eat u res of f oll icu l ar  

 pan crea tit is - a  dis tinc t d ise a se e ntit y c har a cter ized  b y  Th 1 7 

acti vati on」  

(Fol licu lar  pa n crea titis の 臨 床 病 理 学 的 お よ び 免 疫 学 的 特 徴 － Th17 活

性 化 に 特 徴 づ け ら れ る 独 立 し た 疾 患 概 念 ) 
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ポスター発表 フラッシュトーク 
総 合 司 会  生 理 学  中 村 加 枝  

 

留 学 生  

1    

演 題  
肥 満 患 者 に お け る 歩 き 方 の 違 い が 歩 行 立 脚 期 の 膝

関 節 内 転 モ ー メ ン ト に 及 ぼ す 影 響  

氏 名 ・ヨミガナ  
D o r j r a v d a n  M u n k h d e l g e r  

ド ラ ジ ラ ブ タ ン ・ ム ン フ デ ル ゲ ル  

所 属  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学  

2  
 

演 題  

A c t i v a t i o n  o f  p r o g r a m m e d  c e l l  d e a t h  i n  

d e c e l l u l a r i z e d  s k i n  t i s s u e  b y  h i g h  h y d r o s t a t i c  

p r e s s u r e .  

氏 名 ・ヨミガナ  
L e  M i n h  T i e n  

レ ・ ミ ン ・ テ ィ ン  

所 属  形 成 外 科 学  

 

 

Ｄ１採 択 者    

1   

演 題  癌 幹 細 胞 に お け る 概 日 周 期 脆 弱 性 と そ の 医 療 応 用  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  松 浦  徹 ・ マ ツ ウ ラ  ト オ ル  

所 属  実 験 病 理 学  

2   

演 題  
ヒ ト iPS 細 胞 を 用 い た 副 甲 状 腺 細 胞 分 化 誘 導 同 法 の

開 発  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   中 塚   隆 介 ・ ナ カ ツ カ  リ ュ ウ ス ケ  

所 属  iPS・ 幹 細 胞 再 生 医 学  

3   

演 題  
ヒ ト iPS 細 胞 を 用 い る 、 ヒ ト 胎 児 肝 造 血 環 境 の 構 築

と 、 そ の HSC 支 持 機 構 の 解 明  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   角 出  啓 輔 ・ ス ミ デ  ケ イ ス ケ  

所 属  iPS・ 幹 細 胞 再 生 医 学  

4   

演 題  
大 腸 癌 エ ク ソ ソ ー ム が も た ら す 生 体 内 で の 腫 瘍 免 疫

変 化 の 解 析  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   富 山  尚 ・ ト ミ ヤ マ  タ カ シ  

所 属  内 科 学 第 三  
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5   

演 題  
IgG4 関 連 膵 炎 に お け る 制 御 性 T 細 胞 と 関 与 す る シ グ

ナ ル の 解 析  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   田 中  敏 宏 ・ タ ナ カ  ト シ ヒ ロ  

所 属  内 科 学 第 三  

6   

演 題  
慢 性 子 宮 内 膜 炎 に 着 目 し た 子 宮 内 膜 症 と 不 妊 症 発 症

メ カ ニ ズ ム の 解 明 と 新 規 治 療 法 の 開 発  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   石 田  光 明 ・ イ シ ダ  ミ ツ ア キ  

所 属  臨 床 病 理 学  

7   

演 題  
Arf フ ァ ミ リ ー は 自 己 免 疫 疾 患 の 新 規 治 療 タ ー ゲ ッ

ト と な り 得 る か ？  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   住 吉  麻 実 ・ ス ミ ヨ シ  マ ミ  

所 属  附 属 生 命 医 学 研 究 所 生 体 情 報 部 門  

8   

演 題  
グ リ オ ー マ の 根 治 療 法 の 開 発 に 向 け た 浸 潤 メ カ ニ ズ

ム の 解 明  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ   林  美 樹 夫 ・ ハ ヤ シ  ミ キ オ  

所 属  附 属 生 命 医 学 研 究 所 細 胞 機 能 部 門  

  
Ｄ２採 択 者    

 
1   

演 題  
マ ウ ス 胎 児 線 維 芽 細 胞 を 用 い た 重 層 シ ー ト の 作 成 と

そ の 機 能 解 析  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  石 戸  隆 裕 ・ イ シ ド  タ カ ヒ ロ  

所 属  薬 理 学  

2   

演 題  
制 御 性 T 細 胞 を 中 心 と し た T 細 胞 に 対 す る レ ナ リ ド

ミ ド の 免 疫 調 節 作 用 解 明 の た め の 研 究  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  坪 倉  幸 恵 ・ ツ ボ ク ラ  ユ キ エ  

所 属  内 科 学 第 一  

3   

演 題  
リ ン 酸 化 Smad3 に 着 目 し た 膵 臓 癌 の 新 規 バ イ オ マ ー

カ ー の 開 発  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  堀  雄 一 ・ ホ リ  ユ ウ イ チ  

所 属  内 科 学 第 三  

4   

演 題  
新 規 AOM/ dnT GF -β RII 大 腸 炎 -発 癌 モ デ ル マ ウ ス を

用 い た 大 腸 炎 関 連 発 癌 の 解 析  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  浦 上  富 生 ・ ウ ラ ガ ミ  ト ミ オ  

所 属  内 科 学 第 三  
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5   

演 題  

食 道 癌 内 視 鏡 切 除 後 標 本 に お け る pSmad2/ 3L - Th r の

発 現 の 検 討 お よ び 発 癌 メ カ ニ ズ ム の 解 析 ・ 癌 幹 細 胞

に つ い て の 研 究  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  堀 谷  俊 介 ・ ホ リ タ ニ  シ ュ ン ス ケ  

所 属  内 科 学 第 三  

6   

演 題  

AOM/ DSS 炎 症 性 大 腸 発 癌 モ デ ル マ ウ ス を 用 い た 腫 瘍

発 生 過 程 の 解 明 お よ び pSmad2 /3L -Thr 陽 性 癌 幹 細 胞

様 細 胞 の 検 討  

氏 名  松 本  泰 司 ・ マ ツ モ ト  ヤ ス シ  

所 属  内 科 学 第 三  

7   

演 題  
1 型 自 己 免 疫 性 膵 炎 に お け る イ ン タ ー ロ イ キ ン 35 の

役 割 に つ い て  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  伊 藤  嵩 志 ・ イ ト ウ  タ カ シ  

所 属  内 科 学 第 三  

8   

演 題  
神 経 変 性 疾 患 に お け る ErbB4 蛋 白 質 と そ の 関 連 蛋 白

質 の 検 討  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  村 上  綾 ・ ム ラ カ ミ  ア ヤ  

所 属  神 経 内 科 学  

9   

演 題  
小 児 に お け る 尿 中 尿 毒 素 を 用 い た 腸 内 細 菌 叢 の 評 価

方 法 の 検 討  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  赤 川  翔 平 ・ ア カ ガ ワ  シ ョ ウ ヘ イ  

所 属  小 児 科 学  

10    

演 題  

小 児 に お け る ビ フ ィ ズ ス 菌 サ プ リ メ ン ト （ Baby ビ フ

ィ ー ナ ®） 投 与 の 効 果  -顆 粒 製 剤 と カ プ セ ル 化 製 剤

の ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 - 

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  赤 川  友 布 子 ・ ア カ ガ ワ  ユ ウ コ  

所 属  小 児 科 学  

11    

演 題  
TARC 産 生 か ら 機 構 か ら 考 え る サ ル コ イ ド ー シ ス の 病

態  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  岸 本  泉 ・ キ シ モ ト  イ ズ ミ  

所 属  皮 膚 科 学  

12    

演 題  
NOD2 変 異 を 有 す る ブ ラ ウ 症 候 群 患 者 由 来 iPS 細 胞 を

用 い て の 肉 芽 腫 形 成 機 序 の 検 討  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  Ly, Nhun g T hi M y・ リ ー  ニ ュ ン  テ ィ  ミ  

所 属  皮 膚 科 学  
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13  
 

演 題  
副 腎 皮 質 移 植 片 再 生 過 程 に か か る シ グ ナ ル 伝 達 経 路

の 解 明  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  滝 澤  奈 恵 ・ タ キ ザ ワ  ナ エ  

所 属  腎 泌 尿 器 外 科 学  

14    

演 題  
ヒ ト 多 形 腺 腫 培 養 細 胞 の が ん 化 モ デ ル の 作 製 と PI3K

経 路 を タ ー ゲ ッ ト に し た 抗 腫 瘍 作 用 の 検 討  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  鈴 木  健 介 ・ ス ズ キ  ケ ン ス ケ  

所 属  耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科 学  

15    

演 題  
ヒ ト 子 宮 内 膜 に お け る 甲 状 腺 ホ ル モ ン の 役 割 と そ の

分 子 機 構 の 解 明  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  小 林  真 以 子 ・ コ バ ヤ シ  マ イ コ  

所 属  産 科 学 ・ 婦 人 科 学  

16    

演 題  
低 酸 素 環 境 下 で の ヒ ト 子 宮 内 膜 に お け る 代 謝 経 路 の

網 羅 的 解 析  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  木 戸  健 陽 ・ キ ド  タ ケ ハ ル  

所 属  産 科 学 ・ 婦 人 科 学  

17    

演 題  
ナ ノ ポ ア シ ー ク エ ン サ ー を 用 い た 病 原 細 菌 の 迅 速 同

定 を 可 能 と す る オ ン サ イ ト 解 析 パ イ プ ラ イ ン の 確 立  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  楠  宗 矩 ・ ク ス ノ キ  ム ネ ノ リ  

所 属  麻 酔 科 学  

18    

演 題  
ミ ト コ ン ド リ ア 電 子 伝 達 系 に 着 目 し た 麻 酔 薬 プ ロ ポ

フ ォ ー ル の 標 的 分 子 の 同 定  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  正 司  智 洋 ・ シ ョ ウ ジ  ト モ ヒ ロ  

所 属  麻 酔 科 学  

19    

演 題  
ウ サ ギ 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク モ デ ル に お け る 小 腸 粘 膜 障

害 の 防 御 機 構 に 関 す る 検 討  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  中 村  文 子 ・ ナ カ ム ラ  フ ミ コ  

所 属  救 急 医 学  

20    

演 題  
心 臓 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に よ る 新 規 心 不 全 マ ー カ ー

と し て の ア ン ジ オ ポ エ チ ン 様 因 子 2 の 動 態 解 明  

氏 名 ・ ヨ ミ ガ ナ  田 中  千 春 ・ タ ナ カ  チ ハ ル  

所 属  健 康 科 学  
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Ｅ採 択 者   
 

1 
 

演 題  
グ リ オ ー マ に お け る が ん 幹 細 胞 マ ー カ ー 分 子

SSEA -1 の 役 割  

学 年 ・ 氏 名 ・ ヨ ミ

ガ ナ  
4 学 年 ・ 中 井  悠 稀 ・ ナ カ イ  ユ ウ キ  

所 属  解 剖 学  

2 
 

演 題  
グ リ オ ー マ が ん 幹 細 胞 に お け る micro RNA - 505 の

機 能 解 析  

学 年 ・ 氏 名 ・ ヨ ミ

ガ ナ  
3 学 年 ・ 柿 崎  梨 緒 ・ カ キ ザ キ  リ オ  

所 属  解 剖 学  

3 
 

演 題  

グ リ オ ー マ が ん 幹 細 胞 に お け る Mitot ical ly 

asso ciat ed lon g  non - cod ing  RN A  (MA NCR)の 機 能

解 析  

学 年 ・ 氏 名 ・ ヨ ミ

ガ ナ  
3 学 年 ・ 阪 本  純 加 ・ サ カ モ ト  ス ミ カ  

所 属  解 剖 学  

4 
 

演 題  
質 量 顕 微 鏡 を 使 っ た 腎 臓 に お け る 硫 酸 化 糖 脂 質 分

子 種 の 同 定 と 可 視 化  

学 年 ・ 氏 名 ・ ヨ ミ

ガ ナ  
3 学 年 ・ 中 島  啓 子 ・ ナ カ シ マ  ケ イ コ  

所 属  解 剖 学  
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11 月 17 日 

ひらかた市民大学 
「がんの最新治療  －関西医科大学の取り組み－」  

 

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院  呼 吸 器 腫 瘍 内 科  

倉 田 宝 保  

 

我 が 国 の 死 亡 原 因 の 第 一 位 は 悪 性 新 生 物 、 つ ま り が ん で あ り ま す 。 20

世 紀 で は 一 部 の が ん を 除 き 、ス テ ー ジ の 進 ん だ 患 者 さ ん の 予 後 は 極 め て 不

良 で 治 癒 が 得 ら れ な い 現 状 で あ り ま し た 。 20 世 紀 で は 、 い わ ゆ る 抗 が ん

剤 が 進 行 期 の 患 者 さ ん に 対 し 行 わ れ て い ま し た が 、効 果 は 限 定 的 で あ り 長

期 の 持 続 も 得 る こ と が で き て い ま せ ん で し た 。 そ の 現 状 を 打 破 し た の が 、

現 在 注 目 さ れ て い る ゲ ノ ム 医 療 に 基 づ く 分 子 標 的 薬 剤 と 免 疫 チ ェ ッ ク ポ

イ ン ト 阻 害 剤 （ ICI） の 開 発 で あ り ま す 。 が ん に 対 す る 免 疫 療 法 は 以 前 か

ら ワ ク チ ン 療 法 な ど 数 多 く 検 討 さ れ て き ま し た が 、な か な か う ま く い か な

か っ た 歴 史 が あ り ま し た 。そ ん な 中 、京 都 大 学 の 本 庶 先 生 た ち に 研 究 に よ

り ICI が 開 発 さ れ ま し た 。 こ の 薬 剤 は 免 疫 の 細 胞 側 の PD-1 受 容 体 と が ん

細 胞 か ら の PD-L 1 が 結 合 す る こ と で リ ン パ 球 の 活 性 を 失 う と い う 機 序 に

着 目 し 、 い ず れ か の 抗 体 薬 を 開 発 す る こ と で 、 こ の 結 合 を 剥 が し 、 結 果 、

リ ン パ 球 の 活 性 化 を 図 り 、 が ん 細 胞 を 攻 撃 す る と い う も の で あ り ま す 。

Nivo lumab や Pem brol izum ab は 抗 PD-1 抗 体 で あ り 、 現 在 、 多 く の が ん 種

で 長 期 生 存 例 が 得 ら れ る な ど の 効 果 を 示 し 、標 準 的 治 療 の 一 つ に な っ て い

ま す 。一 方 で 、全 例 に 有 効 で あ る わ け で は な く 、ど の よ う な 症 例 に 有 効 な

の か な ど の 課 題 も 山 積 し て い ま す 。本 講 演 で は 肺 癌 で の ICI の 現 状 を 例 に

と り 、 こ の 薬 剤 の 期 待 と 課 題 に つ い て 講 演 い た し ま す 。  
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が ん ゲ ノ ム 医 療 ー 乳 が ん を 中 心 に ー  

関 西 医 科 大 学 附 属 病 院  乳 腺 外 科  

杉 江 知 治  

 

日 本 社 会 の 高 齢 化 に よ っ て 、今 で は 国 民 の ２ 人 に １ 人 が「 が ん 」に な る

時 代 に な っ て い ま す 。が ん は 、正 常 細 胞 の 遺 伝 子 変 異 に よ っ て 起 こ る 病 気

で す 。発 が ん に 関 係 す る 遺 伝 子 は 、数 100 個 見 つ か っ て い ま す が 、ど の 遺

伝 子 が 原 因 で 発 が ん し た か は 、 患 者 さ ん ご と に 異 な っ て い ま す 。  

こ れ ま で の が ん 治 療 は 臓 器 別 に 行 わ れ て き ま し た 。た と え ば 、肺 が ん や

乳 が ん で は 、そ れ ぞ れ の が ん の 特 性 に 合 わ せ て 治 療 効 果 が 期 待 さ れ る 薬 剤

を 選 択 し て き ま し た 。し か し 、２ １ 世 紀 に 入 り 遺 伝 子 検 査 の 技 術 が 飛 躍 的

に 伸 び 、こ れ ま で 、ひ と つ ひ と つ の 遺 伝 子 を 順 番 に 調 べ て い た も の が 、今

で は 100 種 類 以 上 の が ん の 遺 伝 子 を 一 度 に 調 べ る こ と が で き ま す 。 こ の 、

「 が ん 遺 伝 子 パ ネ ル 検 査 」に よ っ て 、患 者 ご と に 遺 伝 子 変 異 を 調 べ 、こ の

遺 伝 子 変 異 に 対 し て 効 果 が 期 待 さ れ る 薬 剤 や 予 後 に 係 る 情 報 が 入 手 で き

る よ う に な り ま し た 。が ん ゲ ノ ム 医 療 と は 、こ の よ う に 、一 人 ひ と り の が

ん の 遺 伝 子 変 異 を 調 べ 、よ り 適 し た 治 療 方 針 を 決 定 し て ゆ く 次 世 代 の が ん

治 療 で す 。  

本 講 演 で は 乳 が ん を 例 に と り 、わ が 国 で す す め ら れ て い る が ん ゲ ノ ム 医

療 に つ い て 解 説 い た し ま す 。  
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